
2－D－2  1996年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

秋季研究発表会  

学生の志．望と成績を考慮した学科編成法＊  

防衛大学校．）†ンナシリ・プア7’ァン BUAPHUANBよn。a5iri  02991580  

01700900  同上   山田武夫  YÅMADATal（CO  

1 はじめに  し
る
ヽ
つ
 
 

査
あ
ろ
 
 

光
で
あ
 
 

に
法
で
 
 

向
方
当
 
 

方
る
適
 
 
 

し、成紙上位着から♪怖l；各学科に配分す  
甲声草手持，毎年1学年から2学才 粋 約

て
ま
を
学
入
研
先
方
方
よ
 
 

に
け
望
琉
と
に
本
優
先
3
に
 
 

時
分
志
成
員
朴
、
を
佼
の
ン
 
 

級
り
6
の
先
学
で
望
抗
日
 
ヨ
 
 

宣
 

瀾
勲
出
針
山
も
墾
い
銅
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
●
 
 
 
 
 
●
一
■
 
－
 
こ
 
 

の
に
学
科
志
そ
の
∵
方
 
 
 
 
 
 
髄
 

○この方式は●‘横型自己分打とも呼云あ方  

○  

へ
利
生
各
学
位
 
 

400名の学生を理系  学
際
こ
め
肌
身
 
 

車  Lて
志
い
る
 
 
 
し
の
て
あ
 
 

文系2  1
4
に
，
決
り
相
 
 

け
せ
を
た
年
分
 
 

分
さ
分
だ
毎
り
 
 

り
入
配
へ
、
振
 
 

撮
記
科
は
が
の
 
 

の
を
学
に
生
生
 
 
 

いる。こ  
での学科  

考慮して  

生の志望  

れない学  

全
況
、
ト
い
．
ト
先
触
ミ
 
 

，
状
が
で
て
て
佐
敷
シ
 
 

は
望
る
の
じ
し
を
‖
 
を
 
 

3．3 問題点   
以上の方式で学科編成を行う場合、第14希望まて  
すべてを記入させない限り、どの学科にも配分されな  
い、いわれる“珊み残し”の学生が生ずる。  

4 数理計画法の応用  

4．1学科編成問題の定式化   
以上の学科編成問題は図1のような2部グラフで表  
現できる。左の頂点は学生番号を、右の頂点は学科を  
表し、学生から学科へ6本の枝が伸びている。この禎  
が志望を来し、志即位がそれぞれ学生の不満足皮（コ ス 

ト）になる。  
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 志望   節12学  

未1‥学生の学科志望一覧衣  

学生番号  志望ノl凧位  

（成績昭）     節1  節2  節3  第4  第5   如竜   

3   12   ウ   13   9   10   

2  13  2  14  10  12  9  

419  10  8  12  3  4  5   

420   12   9   10   13   

図1：学科描成問題   
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3．2 成績優先方式   
成績嘩先方式は、表1にお  、て節1志望で決定でき  

志望，．‥，第6志望と購  
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この輸送問題を脈くことより、数理言卜画法式の学科絹 5．3 指数傾斜コスト  
成が実現される。  …招致舶lコスト・は、前項の方法の“た・・をαkで筐  

4．2 シミュレーション  き換える方法で、この時のコストは次式で示される○   

ル雪守緊欝、讃野響慧禁野望守男㌍  鞘＝ 

試算を行い、各配分方式ごとの学科編成を得た。また、   

の結果の一部として、図2に各配分方式ごとの志艶昭 結果ではαを2ぐらいに設定するのがよいようである。   
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●コストを線型とするか指数型とするかによる差は  
あまり凱著でない。  

図2：志望別配分人数  

コストを変えた配分方法   

5 
理であったが、成統   図3：数理計蘭方式による配分   
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学に致刑法を応肘ることによ。、   胴乱の生じない学科編成を行うことが出来るよう   

孟綴喜芝慧禁すること芸呈孟墓室‘詳筆済野望ア孟  

今まで用いて来たコストを“線形コスト●■と呼ぷ。こ  
れに対して本節では、成紙上位者の。ストの輔を下  参考文献   
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臆望の学科であるとき  
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で与えられる。この場合、成措下位者になるにつれ志  
望贈位によるのコスト差が′トさくなり、どこに配分さ  

れても大差ないという抜いになる。  
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